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シリーズ国保　～庄原市国保の将来のために～

庄原市国保の財政
病院などで受診したら、
病院窓口で医療費のう
ち１割から３割を支払う
んだよね。その残りの

お金はどう
なるの？

市の国保会計か
ら保険給付費と
して、医療機関
へ支払われる仕
組みなん
だよ。

保険給付費は、支出の額に応じて計
算される①前期高齢者交付金と、②
国・県からの交付金があり、保険給
付費から①と②を差し引いた部分を
③加入者の保険税で支えなければな
らないんだよ。

加入者数は減少しているけど、保険給
付費はそんなに減っていないと前回知
って、どうなっちゃうんだろうって思った
んだけど・・・

しかも、今の保険税率による
１人当たりの保険税額は県内14市
の中で最も低く、加入者の減少もあ
って、国保に入ってくる保険税の総
額は年々減少しているんだよ。

そうだね、保険給付費が減らないと
いうことは、保険税として必要な額
も膨らんだままだということだよね。
このグラフのとおり、実際入ってくる
保険税収が必要な額に満たなくて、
財源不足状態が、ほぼ毎年
続いているんだ。

保険税は、かかった医療費に
応じて負担することが原則と
なっているため、現在、来年
度以降の適正な保険税率を
検討しています。

国保は加入者の皆さんで
医療の必要な方を助け合
う相互扶助の精神の下に
成り立っています。皆さん
のご理解とご協力をお願
いします。

ええー！
貯金がなくなっちゃ
うよー？！

不足分は、「国保の貯金」である財
政調整基金を取り崩して補っている
んだよ。

ええー！
じゃあ、貯金がグンと
減っちゃうんだね！

さらにその後も財源不
足の状態は続くという、
深刻な状況になってい
るんだ・・・

実は、平成 26 年度は加入者の
皆さんがかかった医療費が、とて
も大きく伸びていて、２億６千万
円余りもの額が不足する見込みな
んだ・・・

ということは、払わ
なければならない
保険給付費はあま
り変わらないけど、
それを支える保険
税は減少している
から、財源不足額
は増える一方とい
うことだよね？
その不足分はどう
しているの？
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第４回

●保険給付費の財源内訳（H25年度）

●国保財政調整基金残高の推移
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